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付記
　本研究は令和２年度科学研究費助成事業（基盤研
究C（一般）研究代表者：小川容子）20K02793の
助成を受けたものです。
─
１ この「効果的に説明している場面」というのは，
ショーマン（Shulman, 1987）のPCK（Pedagogical 
Content Knowledge）概念，及び「教育学的推論
と活動モデル」の過程的構成要素（process 
component）を援用したものである。
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− 76 −
Ⅳ．総合考察
　本稿では，主として達人教師の場面に応じた効果
的な言語説明について，事例を分析してきた。
　これらの事例の分析から，（１）「即座に反応する
応答力」は，指導の中で常に行われる学習者理解を
踏まえながら，教育内容を調整しどのような教授行
為を行うかという判断を伴う。その判断は教師個人
内の音楽に関する概念的知識と身体知に基づき間断
なく行われる。また，（２）「音楽に関連する専門的
知識」は，概念的知識及び表現技能の伝達にとどま
らず，「音楽する」行為がもたらす身体知を教師と
学習者が往還させながら教授・学習されるという特
徴がある。したがって「達人教師が効果的に説明す
る」というのは，「音楽に関連する専門的知識」に
ついて，教師と学習者の身体知を往還させながら，
教授ストラテジーを巧みに選択し「即座に反応する
応答力」を発揮していく創造性豊かな教授的行為で
あると考えられる（図１）。
　さらには，音楽科の教授・学習過程においては，
音楽を表現する身体のあり方やそれを支える心理状
態の理解を繰り返しながら進めていく必要があるた
め，達人教師がワザを発揮しているその深層部分に
は，教師と学習者の信頼関係の存在が不可欠である
ことも考えられた。言い換えれば，前述したような
達人教師の身体的・心理的推察に関する巧みなワザ
によって，教師と学習者の信頼関係が構築されてい
ると言える。このような身体的・心理的推察を伴う
音楽科特有の身体知と，学習者理解→教科内容再構
築→教授ストラテジーの選択→実践における創造性
が，音楽科の達人教師の特徴であると言えるのでは
ないだろうか。
　また，こうした教師の働きかけには，学習者に音
楽的思考を促したり知識を獲得させたりするもの，
表現技能を習得させるもの，音楽活動への意欲を高
めさせるものなどがあった。教師の指導の成果とし
て，一つひとつの行為に中心的な効果を見出すこと
は可能であるが，それらは複層的に関連しながら機
能している。指導の成果が複層的であるように，教
師としての専門性自体が複合的な知識であり，それ
をどの場面でどのように組み合わせて用いるのか，
という点が「ワザ」として現れる。
　音楽科は音楽そのものだけではなく，音楽表現や
鑑賞を扱う。それゆえに，音楽科を指導する教師に
求められることは多岐にわたる。本稿では，その複
合的な知識としての音楽教師の専門性を紐解く手が
かりとして，敢えて主に教師による説明に着目して
分析を行ったが，これは熟達者と見なされる音楽教
師の「ワザ」の解明に迫る端緒を開いたに過ぎない。
今後はさらに達人教師らの実践事例を集積し，達人
教師のワザが生起している場面について，言語と身
体の両方の側面からその具体や関係性を詳細に分析
し，音楽の指導場面におけるワザの理論化へ向けて
研究を進めていきたいと考えている。
　本稿は，第51回日本音楽教育学会全国大会（オ
ンライン大会）において口頭発表したのち，課題を
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